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海上保安能力強化の取組状況

海 上 保 安 庁
令和 ７年 １ ２月 ２ ３ 日
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最近の我が国周辺海域の状況
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南鳥島

小笠原諸島

沖ノ鳥島

尖閣諸島

日本海周辺

韓国・竹島周辺

•外国漁船による違法操業
•日本漁船の被だ補
•韓国海洋警察庁所属船との対峙
•当庁測量船の海洋調査への中止要求

•外国海洋調査船による海洋調査

•中国海警船による領海侵入等
•中国海警船による日本漁船に
近づこうとする事案

•中国海警船の大型化・武装化
•中国海警船搭載機等による領空侵犯
•外国漁船による領海侵入・違法操業
•当庁測量船の海洋調査への中止要求
•外国海洋調査船による海洋調査
•中国・台湾活動家等による領有権主張活動

•中国による弾道ミサイル発射
•中国漁船の太平洋進出
•中国漁船の大型化

•外国漁船による違法操業
•離島への不法上陸
•大量の薬物密輸
•外国海洋調査船による

  海洋調査

•多数の外国漁船の
活動

•給水支援
•孤立者救助
•臨海部火災

•外国漁船による違法操業
•外国海洋調査船による海洋調査
•日本漁船の被だ補
（ロシア警備船による銃撃）

尖閣諸島周辺

南西諸島周辺

ロシア・北方領土周辺海域

本州東方海域

大規模災害

離島・遠方海域

•外国漁船による違法操業
•北朝鮮による弾道ミサイル発射
•木造船等の漂流・漂着
•不審船・工作船の出没
•北朝鮮公船の確認

我が国周辺海域を取り巻く情勢
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平成31年／令和元年 １件 令和５年 17件

令和２年 ８件 令和６年 18件

令和３年 18件 令和７年 ８件

令和４年 11件

尖閣諸島周辺海域における中国海警船等の状況 【令和7年12月２２日 08:00時点】

令和6年6月以降、確認された中国海警船4隻

すべてが砲を搭載

◎中国海警船の大型化・武装化

◎中国海警船等の勢力増強
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：海上保安庁巡視船1000ﾄﾝ型（総トン数）以上
：中国海警局所属船舶等1000ﾄﾝ級（満載排水量）以上

（隻）

※1 令和6年度末の隻数
※2 令和6年12月末現在の隻数 公開情報を基に推定

※1
※2

◎領海内で中国海警船が日本漁船に
近づこうとした事案

（今後、変動の可能性あり）
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◎接続水域内確認日数、領海侵入件数

○最長の接続水域内連続確認日数 335日（令和6年11月19日～令和7年10月19日）

○最長の領海侵入時間  92時間8分（令和7年3月21日～3月24日）

  領海侵入件数
  接続水域内確認日数
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海上保安能力強化の進捗状況
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1,066

（要求中）

海上保安庁の予算の推移

5海上保安能力強化方針



令和７年度補正予算及び令和８年度当初予算の主要事項

中型ジェット機大型巡視船（3,500トン型） 無操縦者航空機

巡視船艇・航空機の代替/戦略的アセット管理など修繕 学生寮の個別空間確保

国内外関係機関との連携 新技術の活用 海洋権益の確保

巡視船艇・航空機等の整備

教育訓練施設の拡充

ASEAN
能力向上 太平洋島嶼国

能力向上

各国との
連携

QUADと
の連携

人的基盤の強化

国際業務対応・練習船の外国派遣 大型ドローン国内飛行実証

実習棟

教舎兼複合訓練棟

新学生寮

建設

撤去

保安部

海難調査

災害調査

大型ドローン

※写真・図はイメージ

７補正

海自艦艇

海自航空機

海保巡視船艇

自衛隊との秘匿通信の強化

７補正

測量船代替/海洋調査機器更新

業務基盤の取組
７補正・８当初

乗組員用インターネット環境整備

女性施設・宿舎整備

ユニットバス
化

教育訓練資器材の整備

８当初 ８当初

８当初

８当初

７補正・８当初

After

７補正
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Before

Before

Before

After

After

AUV（自律型潜水調査機器）



48 59

14
20

PLH PL

海上保安体制強化方針及び海上保安能力強化方針の主な取組状況

・教育訓練施設の拡充等
狭あい解消

効果的・効率的な
教育環境構築

【学校】寮機能を備えた総合実習棟整備（R３.3完成）

【大学校】大型練習船就役

（R６.７就役）

【大学校、学校】

ICT教育（R６～）

国内外の連携尖閣対応

海洋監視体制 業務基盤

・大型巡視船の増強整備

７９隻
62隻

PL（3,500トン）

●鹿児島：
7隻増

●宮古島：1隻増
●奄美：1隻増●石垣：4隻増

H28.4時点 R7.12時点

大型巡視船保有隻数

⇒最新鋭の巡視船を南方に集中配備

自衛隊との連携

不審船共同対処訓練（R７．１１）

今回で３２回目

MCT発足（H29.１0）

２３カ国に能力向上支援

日米比合同訓練（R7.６）

日本初開催

会合（R7.9）

約１００の国・地域が参加

・シーガーディアンの導入

無操縦者航空機運用センター

外国船舶の監視

硫黄島噴火観測

海洋調査
・海洋権益確保のための

着実な調査

令和６年に
政令施行

【航空機】低潮線調査

【測量船・AUV】海底地形調査 ・我が国の大陸棚延長を実現

・我が国周辺海域での精密な調査

R４：運用開始（1機体制）
R5：3機体制
R7：北九州空港にて

本格運用
R８：5機体制化

海賊対処行動に従事する

自衛官と海上保安官（R７．８）

日米海上保安機関間の
付属文書署名式（R４．５）

現在、５２次隊派遣中

日米連携強化
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各国との連携・能力向上支援

PL（１,０00トン）

世界海上保安機関長官級

観測
データ
集約

PLH（６,500トン）
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○ 平成２８年に決定された「海上保安体制強化に関する方針」に基づき、令和４年までに大型巡視船１７隻、航空機２４機（無
操縦者航空機１機、練習機６機を含む。）、大型測量船２隻、大型練習船１隻などの整備に着手

○ 令和４年１２月に決定された「海上保安能力強化に関する方針」に基づき、海上保安業務の遂行に必要な６つの能力
（海上保安能力）を一層強化

※着手済み及び令和７年度までに整 
備に着手するもの

④戦略的な国内外の関係機関との連携・支援能力

③大規模・重大事案同時発生に対応できる強靱な事案対処能力

⑤海洋権益確保に資する優位性を持った海洋調査能力

①新たな脅威に備えた高次的な尖閣領海警備能力

②新技術等を活用した隙の無い広域海洋監視能力

⑥強固な業務基盤能力

・中国海警船の増強、大型化・武装化への対応
・警察、防衛省・自衛隊等との連携強化等による効果的・効率
的で持続性の高い対処力構築

・警察、防衛省・自衛隊等との連携強化（統制要領策定・共同訓練を
・含む。）
・外国海上保安機関等との連携・諸外国への能力向上支援 等

・人材確保・育成、定員の増員、教育施設拡充
・サイバーセキュリティ上の脅威に対応した情報通信システムの強靱化
・基地整備、運航費確保、老朽代替 等

・テロ脅威、多数外国漁船、大規模災害等への対処
・大規模・重大事案同時発生の対応体制構築

・測量船、測量機器等の整備・高機能化
・取得データの管理・分析、対外発信力の強化 等

・無操縦者航空機と飛行機・ヘリコプターを効率的に活用した
・監視体制構築
・衛星、AI等の新技術活用 等

● ヘリコプター搭載型巡視船 １隻

● 大型巡視船 ７隻
● 巡視船搭載ヘリコプター２機

● 無操縦者航空機 ５機
● 中型ヘリコプター ５機
● 中型ジェット機 ２機

● 多目的巡視船 １隻
● 大型巡視船 １隻

● 国際業務対応・練習船   １隻
● 自衛隊との秘匿通信の強化
● 国民保護活動のための調査
研究・資器材整備

● 測量機器等の整備、高機能化
● 調査データの解析

● 定員の増員、教育訓練施設の
拡充、人的基盤の強化

● 老朽化対策
● サイバー対策

▽強化すべき６つの能力

海上保安能力強化に関する方針 主な取組内容
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62 62 62 66 69 70 71 75 78 81 84 89 90 93

保有隻数の推移 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

大型巡視船
（練習船含む） 62 62 62 66 69 70 71 75 78 8１ 84 89 90 93

大型測量船 2 2 2 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

整備
隻数

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

１隻

3隻

4隻

11隻

10隻

2隻

１隻

1隻

合計隻数と就役予定年度 33隻 － － － 4隻 4隻 1隻 1隻 5隻 3隻 3隻 3隻 5隻 １隻 3隻

総トン数 約6,500トン

【大型練習船】

【大型巡視船】

【大型巡視船】

ヘリコプター１機搭載

総トン数 約6,000トン

ヘリコプター２機搭載

総トン数 約3,500トン
全    長 約120メートル

総トン数 約1,500トン
全    長 約96メートル

総トン数 約4,000トン

【大型測量船】

全    長 約150メートル

全    長 約140メートル

全 長 約100メートル

「れいめい」 （鹿児島）

「あかつき」 （鹿児島）

「あさづき」 （石垣）

「しゅんこう」（鹿児島）

「みやこ」 （宮古島）

「つるが」 （敦賀）
「えちぜん」 （敦賀）

「平洋」 （本庁）

「光洋」 （本庁）

「おおすみ」（鹿児島）

「わかさ」（舞鶴）

「あさなぎ」（鹿児島）

【国際業務対応・練習船】

「やえやま」（石垣）

「ゆみはり」（鹿児島）

「はてるま」（石垣）

総トン数 約5,500トン
全 長 約134メートル

一例

「いつくしま」（呉）

【多目的巡視船】

総トン数 約6,000トン
全    長 約134メートル

総トン数 約31,000トン
ヘリコプター３機搭載可能
全    長 約200メートル

【ヘリコプター搭載型巡視船】

【ヘリコプター搭載型巡視船】

「かんばい」

※

「いらぶ」（石垣）

「あまみ」（奄美）

「だいとう」

凡例

継続 就役済新規

「ひろしま」

「ごとう」（長崎）

※保有隻数の推移には、「海上保安能力強化に関する方針」に基づく整備以外の増減を含む（令和７年度以降の隻数については、令和7年12月２３日時点の予定数）

「海上保安能力強化に関する方針」に基づく大型巡視船等の増強整備
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74
83 80

85 87 90 91 94 95 99 103 105 105 106

保有機数の推移
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

飛行機 26 31 31 33 34 35 36 34 35 35 35 37 37 38
回転翼 48 52 49 52 53 55 55 60 60 64 68 68 68 68

合計 74 83 80 85 87 90 91 94 95 99 103 105 105 106

無操縦者
航空機 － － － － － － 1 3 3 5 5 5 9 9

整備
機数

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

1機

6機

1機

8機

11機

6機

合計機数と就役予定年度 33機 ー 6機 ー 4機 2機 3機 1機 5機 １機 4機 4機 2機 ー 1機

9機 － － － － － －

【大型ジェット機】

【中型ジェット機】

【中型飛行機】
  （測量機）

【中型ヘリコプター】
（航空基地）

【中型ヘリコプター】
（PLH搭載）

【練習機】

【無操縦者航空機】

（一例）

（一例）

※

３機

1機

２機

２機

1機

６機

仙台基地

新潟基地

北九州基地
北九州基地

北九州基地

3機

２機

2機

2機

1機

２機
２機

函館基地

羽田基地

4機

1機

凡例

継続新規 就役済

1機

※保有機数の推移には、「海上保安能力強化に関する方針」に基づく整備以外の増減を含む（令和７年度以降の機数については、令和7年12月２３日時点の予定数）

「海上保安能力強化に関する方針」に基づく航空機の増強整備
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